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フェミニス薫り立つ
きれいな色､ 優雅にゆれるシルエット。
ふわっとやさしい春を呼ぶ､ 軽やかで仕立てのいいスーツ。
大人の女性の美しさを知り尽くしたセリザワから、
エレガンスを極める装い提案しますｂ
セリザワ春の新作コレクション、
華やかな季節のおしゃれをお楽しみください。

お酒落のための特典いろいろ。
1 枚のカードから。

セリザワカード

神戸から全国に、
ブティック･ セリザワは
美しく広がりますｂ
２月末、ブティック・セリザワ．
名古屋店がメルサ駅前店・４Ｆに
誕生いたしました。
神戸を拠点に、大阪、京都、名古
屋、岐阜、東京、そして姫路ｂ
2 3 店舗が華やかに街を彩ります。
お近くにお越しの節はぜひお立ち
寄りくださいませ。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



トハ聡

軍ト陣今画、）画トロ・斗山』

『
可

軍ト陣今画、）画トロ・斗山』
浄醒日国』芦目局

Ａｊ

浄醒日国』芦目局

』

トハ聡

Ｌ

ﾄ， 皿ト胃田暇皿鷺 皿ト胃田暇皿鷺
神戸

っ子
アー

カイ
ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m



ａ

塩原

グノし
シリーズ第５回

グラス変われば味わい変わる？
ワイングラスにもいろんな種類があります。スパー

クリングワイン用の細長いグラス、ロゼ用の短い小さ
なグラスなど。「いいワインはどんなグラスで飲んで
もおいしいはずだ」そう思われる方もいるでしょう。
でも、ワインによってグラスを替えるのは理由がある
のです。
☆ワインとグラスの関係

週、

同じ赤ワインでも産地や
タイプで味と香りが異なり
ます。２大ワインといわれ
るブルゴーニュワインとポ
ルドーワインに関していえ
ば、ブルゴーニュは単一品
種で外向的といわれ、香り
が直接的です。ボルドーは

内向的で、繊細さがあり、奥深い香り。
ブルゴーニュワインは底がたっぷりとした丸いグラ

スを使うと直接的に香りが広がり、口に含んだとき舌
の真ん中を通ります。そのため、どっしりとしたブル
ゴーニュのよさが味わえます。ポルドーワインは香り
をためるスペースのある深いポールのグラスを使う
と、奥深い香りを引き出せます。口に含むとゆっくり
と舌の全体に深みのある甘さが広がります。

塁

☆比べてわかるワインの味覚
一般的な家庭で簡単に効果を確かめる方法として、

普通のブランデーグラスと湯呑みを使って試すことが
できます。ブランデーグラスはブルゴーニュ地方で試
飲用に使われます。香りの発散の大きいブルゴーニュ
ワインの方で比較をするとわかりやすいでしょう。ブ
ルゴーニュをそれぞれ注いで飲み比べてみてくださ
い。これを湯呑みに入れて飲んでみると、舌を通過せ
ず上あごに当たって、直接のどに入ってしまい味も半
減してしまいます。ブランデーグラスではあれほど香
りが直接的なのに、香りもほとんどしないことに驚く
はずです。あなたの家では湯呑みのようなワイングラ
スを使っていませんか。
たかがグラス、されどグラス。ワインを本当におい
しく飲みたかったらワイングラスを選ぶ眼も必要にな
ってくるのです。

職鯛黙曇：

、

〆
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月刊神戸っ子創刊3 6 周年記念パーティ

神戸っ子祭り' ９７

』末L l L 1 潅！ ; ﾗ 蓮東山魁夷新井満
■第2 6 回ブルーメール賞表彰式
野元正・島田誠・赤崎みま・若柳吉金吾・山本芳樹

■平成9 年酒徒番附表彰式
( 西・経済人横綱）畑崎庚敏（束一文化人横綱）谷川浩司

■神戸芸術祭日本舞踊若柳吉金吾
滴奏/ 大和三千世社中

■ミュージック“明日に架ける橋' ' 一( 橋をテーマに）－

パｯ ｸ バンド安藤義則他
出演/ 麻鳥千穂・堀郁子・滝えり子・
松本幸三・肩郷

画神戸っ子チャリティ福引き大会他
司会村上矛p 子

主催／月刊神戸っ子
後援／神戸百店会
お申し込み／月刊神戸つ子〒6 5 o 神戸市中央区下山手通３
丁目１－１８ツインズトアビル４Ｆ
TE L（0 7 8 ) 3 3 1 - 2 2 4 6ＦＡＸ（07 8 ) 3 3 1 - 2 7 9 5

☆“明日に架ける橋，, ☆
震災から3 年目の春を迎え、神戸の街では復興をめざして新しい街づくりがすす
み、美しい街への確かな足どりが感じられます。平成1 0 年着きに完成する明石海峡
大橋は、世界一の長いブリッジ。橋が町と町と、人と人とをつなぐように、今年の
パーティは“人と人とのコミュニケーションを、こころの棒’をテーマに選びました。
『ブルーメール賞』『神戸っ子賞」などの文化づくりへの顕彰も兼ねて、神戸を愛す
る人々の“明日に架ける橋，’をこのパーティで･ ･ ･ ・お誘い合わせてご参加下さい。色

【プログラム】
圏特別講演新井満
〈長野冬季オリンピックイメージ監督〉
『神戸復興のイメージ戦略』を語る

国第７回神戸っ子賞表彰式

東山魁夷

1997年４月巳巳日（火）
受付５：３０ｐｍ・開演６：o 0 p m . ～８：３０ｐｍｏ

ホテルオークラ神戸平安の間
〒6 5 O 神戸市中央区波止場町2 - 1 メリケンパーク内
TE L（0 7 8）3 3 3 - 0 1 1 1

会費20,000円／神戸っ子倶楽部会員18,000円
●着席のため全席予約制
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“ベイシテイパﾝ ｸ かんしん' '
はｒ共感・対話・信頼」を企業
理念として、地域の文化・芸術
の育成に努めております。
この“かんしんストリートギ

ャラリー, ’も芸術の香りをほの
かに漂わせたアートスポットと
して、本年は「神戸の街角・神
戸の女くひと) 」と題したシリー
ズで様々な作品を紹介してまい
ります”

Ｌ－Ｘ.:』一己牢

■

画蹴
一

隅１Ｊ…亭…盤i蟻鍾
生田新道に面したストリートギャラリー

KW1SinsireetgaIIery<93〉
ひと

神戸の街角・神戸の女
第３回犬童徹

一一〆易 f 言雲垂

レストラン･ ハイウェイ

ふ漁あい謎一・ｹ 竺菖- 塗べ￥露ティバシク

いんどうとおる
くこ紀会会員〉
川西市在住

神戸の女性って？
知的でハツと振り返る
ような人。気張らず神戸
の街にスーツと溶け込み、
おしゃれで自分に自信を
持っている人をイメージ
します。
そんな人を描いてみた

いなと思います。

関丙丙宮信用金庫
神戸市中央区不山手通2丁目,2-3〒650
Ｆ胤ON E U漣) 3 3 2霊1 5 1 ( H賑a x m 7 8 )鋪3塁§87 4
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１５日(土）‐１１：００～１９：００
場所：ホテルオークラ神戸

〒6 5 O 神戸市中央区山本通1 - 7 - 7 靴野坂）
ＴＥＬ: 0 7 8 - 2 2 1 －3 1 7 0 . 9 4 2 6
ＦＡＸ：０７８－２２１－９４２７
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｢ 神戸は多感な少年期（神戸二中出身）を過ごしましたので想い山も多
く、大震災は写真などを観て大変ショックを受けました。山や海のあ
る神戸で過ごした風景に、戦災や、震災があり二度もと嘆いていたの
ですが、神戸っ子たちは、土地を愛する心が強く、神戸復興が早く嬉
しく思います。大丸神戸店のグランドオープン記念に十数回目の個展
を開かせていただくことは、何よりも嬉しい｡ 」とすみ夫人。
三月二日に開店する大丸神戸店には、体調がよくないので夫人が来
神される。ミュージアムの絵のテーマは‘‘私の森" 。「自然は心の鏡」
と卒寿を迎えられた東山画伯の風景画はいつも厳しく自然に心を映さ
れる。“心を癒す”この個展は神戸っ子への春の贈りものである。

鞭
怒
鎚

弱

第７回練戸っ子貴受賞害
東山魁冨遷さん

<日本画家〉
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第冨e 回
ブルーメール賞受賞雪

２１

〈
激
し
く
突
き
上
げ
ら
れ
た
。

黒
い
竜
巻
が
地
底
か
ら
地
中
を
か
き
回
し
な
が
ら
、
螺
旋
状
に
わ
き

上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
〉

受
賞
対
象
作
の
「
微
妙
な
三
角
形
」
に
は
誰
も
が
あ
の
日
経
験
し
、
そ

こ
か
ら
始
ま
っ
た
多
く
の
ド
ラ
マ
の
一
つ
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
梁
と
梁
で
で
き
た
三
角
形
は
非
常
に
不
安
定
だ
け
ど
、
強
い
ん
で
す
。

そ
の
空
間
に
い
て
生
き
残
れ
た
。
そ
う
し
て
生
き
残
れ
た
人
た
ち
を
書
き

た
か
っ
た
ん
で
す
」

四
十
歳
を
す
ぎ
て
、
仕
事
以
外
に
何
か
残
そ
う
と
思
っ
て
書
き
始
め
た
。

今
ま
で
は
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
視
点
を
置
い
て
い
た
が
、
今
度
の
体
験
で

何
か
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
も
思
う
。

「
め
ぐ
り
会
え
た
人
た
ち
が
私
の
財
産
で
す
」
。
明
石
市
在
住
。

〈
東
遊
園
地
に
て
〉

<小説〉
正さん

紗戸＝；

『 !
紗戸＝；

『 !

野元
文学部門 、
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』

赤
崎
さ
ん
の
写
真
は
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
だ
。
液
体
や
ゲ
ル
状
の
物
質
に
乱

反
射
す
る
光
が
、
色
鮮
や
か
な
影
を
生
み
出
し
て
い
る
。

「
純
粋
な
透
明
感
が
好
き
な
ん
で
す
」

イ
ン
テ
リ
ア
の
本
に
囲
ま
れ
て
育
ち
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
色
彩
に
接
し
て

き
た
。
美
大
で
は
テ
キ
ス
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
。
染
色
し
た
布
を
水
で

洗
う
と
き
「
純
粋
な
色
」
を
感
じ
た
と
い
う
。
「
光
と
水
っ
て
生
命
に
必

要
な
も
の
で
し
ょ
う
。
前
向
き
な
も
の
を
つ
く
り
た
い
で
す
ね
」

浮
世
絵
に
「
完
壁
な
美
し
さ
」
を
感
じ
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
に
は
興
味
が
湧
か
な
い
」
そ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
は
色
彩
の
「
空
間
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。
芦
屋
市
在
住
。
（
矢
）

〆窪謹騨

第冒e 回
ブルーメール買受盲者

巧
●
賀
拍

赤崎みまさん
<美術家〉

美術部門電
ｆ

ａ夕

赤
崎
み
ま
窪
恋
の
棲
む
部
屋
「
た
ま
ゆ
ら
の
間
」
が
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ラ
・
フ
エ

ニ
ー
チ
ェ
」
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
．
２
４
４
．
６
１
６
０
）
で
体
験
で
き
る
。
３
月
幅
日
ま
で

雪
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｢ アート・エイド．神戸」
音楽部門
< プロデュース＞

堅

、

Ｉｉ
夢占

御

領
竺

J；

第三a 回
プルーメール賞受賞者

｜音楽部門割

４１

撮
影
日
が
「
兵
庫
ア
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
・
イ
ン
東
京
』
の
報
告
会
パ
ー
テ

ィ
ー
の
日
と
重
な
っ
た
。
黒
山
の
人
だ
か
り
の
な
か
、
よ
う
や
く
事
務
局

長
の
島
田
誠
さ
ん
を
つ
か
ま
え
た
。
「
こ
ん
な
大
変
に
な
る
と
は
思
わ
へ

ん
か
つ
た
」
。

震
災
２
年
の
日
を
挟
ん
だ
即
日
間
余
り
、
呼
び
掛
け
に
応
じ
た
被
災
地

の
芸
術
家
ら
が
都
内
各
地
で
演
奏
会
や
展
覧
会
を
開
く
た
め
に
奔
走
し

た
。
「
震
災
の
あ
と
に
生
ま
れ
た
芸
術
』
を
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
企
て

は
、
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
静
か
な
運
動
で
も
あ
る
。
「
芸
術
家

が
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
後
押
し
し
た
だ
け
。
注
目
さ
れ
た
の

は
全
体
を
繋
げ
る
人
間
が
今
ま
で
い
な
か
っ
た
か
ら
」
。
本
人
は
作
曲
も

し
な
い
し
絵
も
描
か
な
い
。

事
務
局
の
海
文
堂
書
店
は
い
ろ
ん
な
芸
術
に
つ
な
が
る
場
所
。
か
た
よ

り
な
く
人
も
情
報
も
集
ま
る
。
そ
こ
に
力
が
生
ま
れ
る
。

（
タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
で
）

音楽部門

ｈ兜、

Ｉ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



若柳吉令吾さん
<邦舞家〉

識

１
Ｌ
Ｉ

､

蓑

L

Ｒ

『戸
（

第冨S 回
ブルーメール貴受賞者

〆"毒〆"毒

蕊
卿劉

扉

舞台芸術部門窟L

『

毎
年
開
く
リ
サ
イ
タ
ル
を
、
年
間
続
け
、
昨
年
最
終
回
に
あ
た
る
第
加

回
目
の
幕
を
閉
じ
た
。
「
と
て
も
短
か
っ
た
」
と
、
年
を
振
り
返
っ
て
の

若
柳
吉
金
吾
さ
ん
。
最
初
の
頃
は
、
練
習
し
た
芸
の
技
術
を
見
て
頂
こ
う

と
い
う
自
分
本
位
の
想
い
が
と
て
も
強
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
加
年
の
歩

み
を
通
し
て
、
こ
ち
ら
か
ら
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
お
客
様
が
何
を

見
た
い
か
、
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
は
何
か
…
そ
れ
こ
そ
、

自
分
の
や
り
た
い
舞
台
芸
術
で
あ
る
と
気
が
付
い
た
と
い
う
。

常
に
『
神
戸
発
」
に
こ
だ
わ
る
。
芸
を
見
て
欲
し
い
か
ら
と
い
っ
て
自

分
か
ら
他
地
方
に
行
く
の
で
は
な
く
、
神
戸
に
見
に
来
て
も
ら
う
。
郷
土

と
い
う
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
街
へ
の
愛
情
が
強
い
。
神
戸
と
と
も
に

歩
み
、
輝
き
続
け
る
の
だ
。

（
稽
古
場
に
て
）
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第宮S 回
ブルーメール賞受賞音

「
’

譜
：慧竺マ

雲霞雪

催
Ｇ

ＩＩ

唾

< ホテルゴーフルリッツファッションライブラリー館長〉

蕊|鎌‘Ⅱ；
蕊鍾Ｌ
蕊!｡…_ 臆臥藍＝
瀞Ｉ

更

山本芳樹さん
;一電

６１

入
口
に
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
巨
匠
ミ
ュ
シ
ャ
の
版
画
。
窓
か
ら

海
が
見
渡
せ
る
室
内
に
は
「
世
紀
末
芸
術
」
や
「
浮
世
鋒
些
な
ど
の
美
術

全
集
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
こ
の
日
本
初
の
「
ホ
テ
ル
の
書
斎
」
は
鉛
年
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
の
情
報
発
信
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ホ
テ
ル

ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
の
オ
ー
プ
ン
と
と
も
に
生
ま
れ
た
。
以
後
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
関
係
者
の
交
流
の
サ
ロ
ン
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
ア

ー
ト
全
般
に
関
す
る
数
々
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

か
ら
能
ま
で
、
そ
の
興
味
深
い
企
画
内
容
は
、
山
本
さ
ん
自
身
が
長
年
研

究
家
と
し
て
培
っ
た
知
識
や
人
脈
、
収
集
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。
語
り

出
す
と
止
ま
ら
な
い
ほ
ど
の
山
本
さ
ん
の
ア
ー
ト
へ
の
情
熱
に
魅
か
れ
て

集
ま
っ
て
く
る
関
係
者
も
多
い
。
一
応
会
員
制
で
は
あ
る
が
、
も
っ
と
も

っ
と
一
般
の
人
に
も
利
用
し
て
も
ら
い
、
ア
ー
ト
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
。

〈
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
〉

右
よ
り
山
本
芳
樹
さ
ん
、
下
村
俊
子
神
戸
同
月
堂
代
表

ﾌｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ部門
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３月号目次⑥1 9 9 7 - 4 3 0

表紙／「裸婦」小磯良平
セカンドカバー／「蝶」中山岩太
目次／「女性は地球上で最もすばらしい生き物」嶋本昭三

ヱヶー一一竜

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる

神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手帖です

１０２ＫＦＳニュース

1 0 3 神戸っ子- 倶楽部
1 1 4 海船港／｢ 上海長江浩記」
1 1 6 北野マップ／「立って飲むか、座って飲むか。イタリアンカフェ‘‘ベルゲン, u
1 1 8 ユッコのフランス紀行／「ブルターニュ地方レンヌヘの小端子」小泉由紀子

カメラ／米田定蔵・池田年夫・松原里吾也・森田篤志・森田純三・米田英男
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（
、、

、

…鰹…
女' 1 壁は地球上電最もすば弓しい生き物

Ｉあなたの好きなものは何ですか」
と尋ねられた。「女性が好きです」と
答えたら、変な顔をされた。
日本で「女性が好き」といえば、

スケベエなオッサンということにな
る。『ゴルフが好きである」といえば
ゴルフを行うことであり『蛸が好き
である』といえば食べることであり
『猫が好きである』といえば家に飼っ
たり抱き上げたりすることと受け止
められる。間違っても猫を食べるこ
とが好きであるとは思われない。と
ころが女' 性が好きといえば、エッチ
なように受け止められるのはなぜか。
日本人は勤勉な国民である。江戸

時代、徳川幕府は庶民に働くことを
美徳として奨励した。国策として国
民がよく働けば国が潤うのでこれは
もっともなことであるが、働かされ
る農夫たちも働くことは良いことだ
とおもった。

しかし一方で、働く男たちは女性
をどのように見たか。働いてばかり
で女性と交際するゆとりのある時間

のない彼らには、短い時間で女』性と
の交際とは、つまりセックスという
行為に集中する。それが現在でも
『女性が好きイコールセックス』とい
う条件反射となっている。
ヨーロッパ人、特にイタリアの男

性はあまり働かない。そして一生の
うち、少しでも女』性と共に過ごした
いと思っている。恋をし、詩をつく
り、女性の住んでいる窓の下でセレ
ナードを唄い、失恋をしても女性を
称えている。そして何にも増して、
女性についてよく知っている。
ジャック・マイヨールはイルカが

好きである。彼は水槽で泳いでいる
イルカを離れた場所に立って観察す
るのでなく、一緒になって泳いだ。
イルカが潜れば潜る、水上に飛び跳
ねれば一緒に飛び跳ねる。女性を知
るというのもこれと同じである。
女性と一緒にレストランに行った
とする。男たちは食べるものを瞬時
にして決めるが、女性はメニューを
ひとつひとつ見る。見るだけではな

い。想像で味わっている。バーチャ
ル・リアリティーである。その時男
性は、間違っても「早く決めんか」
などと言ってはいけない。イタリア
ーノなら「この店のパスタの○○は
とてもおいしいよ、まるで君を食べ
てるようだ」と言ったりして彼女と
一緒に考えるのだ。百貨店に洋服を
買いに行くのに同行すると、もうレ
ストランどころではない。気が遠く
なるほどあちこちを回って時間をか
けるが、イタリアーノは喜んで同行
する。
女性は決断力に乏しい、迷う、移
り気である、感情的になりすぐに怒
る、約束を平気で破る、自分勝手で
ある。
今、ぼくのアトリエでは若い女性
が1 0 人ほど手伝ってくれているが、
上記の要素を内に秘めているところ
がとても可愛い。そして男たちはこ
のぼくを見て、数十匹の猫でも飼っ
ているオバサンでも見るようにアキ
レている。

ノ
1８
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◆月刊神戸っ子創刊3 6 周年記念 チャレンジ神戸／明日へのメッセージ

神戸発、
ジャズの世界戦略を！
菅内孝憲(バー ｸﾘｰ音楽大学提携校・甲陽音楽学院学院長）

I A S . 』. の筆頭教授デ
イブ･ ﾘ ｰ ヴﾏ ﾝ を
囲んで今回のタイガ
ースのレコーディン
グメンバーとともに

バークリー音楽院のO B で教授、甲陽音楽
学院の顧問でもあるトランペッターのタイ
ガー大越が、１８年前「ボストン．レッドソ
ックス」のＣＭソングの制作に参加したこと
がある。
昨年「おはよう朝日です」に出演した折、
大のトラ吉ディレクター古川さんよりタイ
ガースの応援歌を作りたいという要望が発
端である。
スポーツアナに大集合してもらいアンケ
ート･ 試合開始前の緊張感のある曲、夏の
甲子園の浜風が吹いている雰囲気の曲、言
葉の入っている曲が欲しいとのこと。
タイガー大越と私の合作詞で完成した

｢ ハッスル・ハッスル・ハッスル．タイガー
ス」はラップ調で元気が出るご機嫌な曲に
なった。
この３曲は、サンシャインデジタル部門

でC D 化して３月に発売。海外アーチストの
招聡や、レコード出版・プロモーションも
やる甲陽の３本柱の一つである。
ハッスルタイガースのC D は阪神と吉田監
督に優勝を！そして京阪神のトラ吉よ、が
んばれＩ地震から元気を取り戻そうという
甲陽音楽学院の若々しいチャレンジだ。
地震で全壊した甲陽が、１年目は建物づ
くりと運営。２年目は神戸を元気づけたいと
フェニックスジャズフェスティバルと北野
音楽祭を開催。バークリー音楽大学の教授
を招き、小曽根真とタイガー大越のバーク
リーＯＢコンビで、神戸・東京から発信し、
ファンを沸かせた。
また震災の年の1 0 月にバークリーと提携
し、甲陽から多くの学生をバークリーに留
学させ、奨学金試験には日本地区での３分
の１が合格の快挙。昨年はトップ合格者も。

今年は甲陽音楽学院として、音楽教育の
育成と、甲陽サウンズとして第３回フェニ
ックスジャズフェスティバルの開催。そし
てコンサートツアーやイベントプランニン
グ、ホール管理、サンシャインデジタルで
海外アーチストの招璃とレコード出版のプ
ロモーションをインターナショナルに挑戦
したい。
またI A S J . （世界のジャズの大学・専門学

校連盟）世界2 5 カ国3 5 校の極東地区代表幹
事になり、神戸から日本全国への音楽情報
の発信を夢みている。

口甲陽音楽学院
〒6 5 7 神戸市灘区篠原南町５－４－１
TEL．（078）882-1574／5460
入学お問い合わせ
フリーダイヤル０１２０－１１７５４０
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伊
藤
雄
三
《
神
戸
市
住
宅
供
給
公
社
専
務
理
事

小
室
豊
允
《
姫
路
漏
協
大
学
教
授
》

、

小
室
私
は
兵
庫
駅
の
近
く
で
生
ま
れ
て
、

そ
こ
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
ん
で
す
。
南

に
行
く
と
運
河
が
あ
っ
て
、
そ
の
こ
ろ
は

駅
前
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

伊
藤
歴
史
的
に
い
っ
て
も
運
河
が
あ
り
、

レ
ン
ガ
造
り
の
倉
庫
等
が
周
辺
の
風
情
を

事
酸
し
だ
し
て
い
る
大
変
す
ば
ら
し
い
ま
ち

霊
で
す
。
旧
き
良
き
も
の
を
生
か
し
な
が
ら
、

雲
活
性
化
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

謎
小
室
駅
の
南
に
あ
る
旧
国
鉄
貨
物
駅
の

伊
跡
地
に
、
新
し
い
ま
ち
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
ね
。

伊
藤
「
キ
ャ
ナ
ル
タ
ウ
ン
兵
庫
」
の
核

と
な
る
貨
物
駅
の
跡
地
約
五
・
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
地
域
が
完
成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

神
戸
西
部
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
活
性
化
の
た

め
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も

あ
り
、
そ
の
周
辺
を
ふ
く
め
た
約
三
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
地
域
で
、
運
河
（
キ
ャ
ナ
ル
）

の
イ
メ
ー
ジ
を
生
か
し
た
整
備
が
進
ん
で

準
い
る
ん
で
す
よ
。
す
で
に
完
成
し
た
東
街

謎
区
に
は
、
中
間
所
得
者
向
け
の
特
別
市
営

催
住
宅
や
、
図
書
館
、
在
宅
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
商
業
施
設
が
入
っ
て
い
ま
す
。

雪
〉
小
室
古
い
運
河
を
再
利
用
し
た
り
、
新

た
に
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
全
国
的
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

伊
藤
水
辺
空
間
と
い
う
の
は
、
心
が
和

み
ま
す
か
ら
ね
。
キ
ャ
ナ
ル
タ
ウ
ン
に
も

新
し
く
運
河
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

小
室
古
代
文
明
は
水
辺
か
ら
起
こ
り
ま

し
た
。
運
河
が
都
市
の
付
加
価
値
と
し
て

鯉

キ
ャ
ナ
ル
タ
ウ
ン
兵
庫
は

潤
い
と
安
ら
ぎ
の
ま
ち

１
２０

１

■
小
室
豊
允
の
《
夢
対
談
》

“
新
世
紀
を
語
る
”

☆
運
河
の
ま
ち
兵
庫
の
活
性
化
を

ノ

可

雲窒喜雲雪雲雪雲垂
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す
が
、
日
本
で
は
馴
染
ま
な
い
で
す
ね
。

イ
ン
タ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
多
世
代
）

が
近
く
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。

伊
藤
震
災
時
も
若
い
人
が
高
齢
者
に
よ

く
協
力
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
温
か
さ
の
あ

る
ま
ち
が
理
想
で
す
ね
。

〆

伊
藤
い
ろ
ん
な
復
興
が
あ
り
ま
す
が
、

中
で
も
住
宅
の
復
興
が
第
一
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
方
々
に
で
き
る
だ
け
早
く

恒
久
住
宅
に
住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

小
室
キ
ャ
ナ
ル
タ
ウ
ン
の
中
街
区
は
分

譲
住
宅
で
す
が
、
戸
数
は
ど
の
く
ら
い
入

る
の
で
す
か
。

伊
藤
公
社
の
分
譲
住
宅
二
○
四
戸
を
、

三
月
下
旬
か
ら
三
回
に
分
け
て
供
給
し
て

い
き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
若
い
方
々
に
も

取
得
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
努
力
い

た
し
ま
し
た
。
交
通
至
便
な
都
市
型
の
住

宅
と
し
て
、
ま
た
親
水
性
に
富
む
空
間
と

し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

小
室
震
災
の
と
き
、
公
園
や
緑
が
防
火

に
役
立
ち
、
そ
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま

小
室
中
街
区
に
は
、
ど
ん
な
施
設
が
あ

る
ん
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
市
民
や
勤
労
者
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
「
健
康
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
」
や
、
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
高
齢
者
を
支
援

す
る
「
高
齢
者
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
、
ま

た
「
特
別
擁
誰
老
人
ホ
ー
ム
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

小
室
そ
れ
は
心
強
い
で
す
ね
。
高
齢
者

向
け
の
施
設
は
、
郊
外
よ
り
も
都
心
に
あ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
高
齢
者
に
と
っ
て

は
、
近
く
に
か
か
り
つ
け
の
医
者
が
い
て

買
い
物
に
便
利
な
ま
ち
な
か
で
暮
ら
す
ほ

う
が
い
い
ん
で
す
よ
。

伊
藤
一
・
二
階
に
は
商
業
施
設
が
入
る

予
定
で
す
か
ら
、
キ
ャ
ナ
ル
タ
ウ
ン
は
最

適
の
立
地
で
す
よ
（
笑
）
。

小
室
ア
メ
リ
カ
に
は
高
齢
者
を
集
め
て

行
き
届
い
た
ケ
ア
を
お
こ
な
っ
て
い
る
町

が
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
成
功
し
て
い
ま

注
目
さ
れ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。

☆
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
を

キャナルタウン中央完成予想図。分譲住宅2 0 4 戸のほ
か、「健康ライフプラザ」などが入る

ｒ
●
尋
・
拙
酒

し
た
。
緑
は
ラ
イ
フ
ラ
ィ
ン
で
も
あ
っ
た
。

伊
藤
道
路
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。

道
は
人
間
の
体
で
い
う
と
血
管
で
す
か
ら
、

内
臓
（
ま
ち
）
が
大
き
く
な
れ
ば
太
い
血

管
（
道
）
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

み
ち

小
室
道
の
語
源
は
「
御
血
」
だ
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
ね
。

伊
藤
キ
ャ
ナ
ル
タ
ウ
ン
で
は
、
和
田
岬

線
の
高
架
化
に
よ
り
平
面
交
差
を
少
な
く

す
る
な
ど
、
交
通
の
便
も
計
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
兵
庫
駅
を
南
北
に
貫
く
歩
行
者
通
路

も
設
置
し
ま
す
。

小
室
高
層
住
宅
の
屋
上
が
災
害
時
に
役

立
つ
と
の
こ
と
で
す
が
。

伊
藤
緊
急
時
の
救
援
の
た
め
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
ホ
バ
ー
リ
ン
グ
（
空
中
で
停
止
）

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
防
災
面

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教
育
・
福
祉
・
文

化
・
経
済
な
ど
、
す
べ
て
の
面
で
安
心
し

て
住
め
る
す
ま
い
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
室
都
市
は
生
き
物
で
す
か
ら
、
い
い

も
の
を
残
し
な
が
ら
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
．

伊
藤
再
開
発
と
は
ビ
ル
を
建
て
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
公
社
と
し
て
も
、
単
に

住
宅
を
供
給
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か

ら
も
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
や
個
人
住
宅
の
再

建
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
役
割

に
な
っ
て
き
ま
す
。
住
宅
に
関
す
る
総
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

国
神
戸
市
住
宅
供
給
公
社

神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
１
丁
目
９
番
１
‐
１
２
０
１
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
Ｉ
３
３
２
Ｉ
Ｏ
８
４
１

☆
住
宅
に
関
す
る
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

区

、

小室豊允さんと伊藤雄三さん

１
２１

１
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内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
震
災
で
Ｊ
Ｒ
摂
津
本
山
駅
前
の

仕
事
場
を
失
い
ま
し
た
。
本
山
中
町
の

自
宅
が
助
か
っ
た
の
で
一
時
そ
こ
に
仕

事
場
を
移
し
ま
し
た
が
、
半
年
後
に
御

影
近
辺
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
跡
で
「
ア
ル
プ

ラ
ン
」
の
設
計
事
務
所
を
再
開
。
昨
年

は
、
長
田
平
和
台
の
福
祉
施
設
や
住
宅

六
件
を
設
計
監
理
し
て
忙
し
い
日
々
で

し
た
。紅

い
椿
の
花
々
や
緑
の
生
け
垣
に
囲

ま
れ
た
「
北
神
星
和
台
」
の
家
々
で
、

暮
ら
し
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る
若
い

世
代
の
住
ま
い
ぶ
り
を
目
に
し
て
、
地

震
に
強
か
っ
た
住
ま
い
の
快
適
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

鈴
蘭
台
の
「
星
和
台
」
や
こ
の
平
や

神
星
和
台
」
を
訪
れ
る
と
、
六
甲
山
の

南
側
を
襲
っ
た
震
災
が
ま
る
で
ウ
ソ
の

よ
う
。
あ
の
と
き
は
、
事
務
所
の
ス
タ

ッ
フ
は
西
神
の
友
人
宅
へ
避
難
。
神
戸

市
の
西
神
・
北
神
の
街
づ
く
り
の
お
か

げ
で
助
か
っ
た
面
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
震
災
の
心
を
癒
し
て
く
れ
る
「
北

神
星
和
台
」
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

〈
｜
級
建
築
士
．
（
株
）
ア
ル
プ
ラ
ン
代
表
取
締
狸
悠

お祭り広場

新
星
和
さ
ん
が
「
北
神
星
和
《
巳
で

新
し
い
街
づ
く
り
を
始
め
て
十
年
に
な

る
そ
う
で
す
。
新
シ
リ
ー
ズ
〈
女
性
が

見
る
北
神
星
和
台
〉
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ

ー
と
し
て
、
新
星
和
不
動
産
（
株
）
神
戸

支
社
北
神
営
業
所
所
長
の
苅
谷
和
夫
さ

じ
ゅ
う
弓
う

ん
と
企
画
部
の
重
良
良
二
郎
さ
ん
に
案

☆
塑
震
に
強
か
っ
た

住
ま
い
の
快
適
さ

皇些竺皇

１
回

》
磯

一
語
》
毒
一
毒

と
も
二

中
川
倶
子

暮
ら
し
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

緑
ゆ
た
か
な
街
で

シ
リ
ー
ズ
〈
女
性
が
見
る
北
神
星
和
台
〉
第

ポケットパーク

角

．

“
通
関
台
の
「
星
和
台
」
の
近
く
に
は

神
戸
市
の
「
し
あ
わ
せ
の
村
」
が
で
き

て
、
街
の
付
加
価
値
が
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
う
北
神
星
和
台
」
に
も
地
域
に
開

か
れ
た
神
学
校
が
あ
り
、
今
後
は
野
球

場
が
三
つ
も
あ
る
神
戸
市
の
ス
ポ
ー
ツ

公
園
や
老
人
養
護
施
設
も
で
き
る
そ
う

で
す
。
五
分
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
れ
ば

「
フ
ル
ー
ッ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
が
あ

り
、
そ
の
北
に
は
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の

工
場
と
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
四
月
に
オ
ー

プ
ン
す
る
と
い
う
か
ら
、
と
て
も
恵
ま

れ
た
環
境
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

γ守

☆
緑
の
生
け
垣
や

シ
ン
ボ
ル
ッ
リ
ー
が
い
い
感
じ
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日本生命グループ

プ新三和不畜力産
神戸支社北神営業所

〒6 5 1 - 1 3 神戸市北区西山１－１５－６
T E L o 0 7 8 - 9 5 2 - 1 0 1 1
午前1 0 時～午後5 時（水曜日定休）

画
中
川
倶
子
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

－
９
６
２
年
、
神
戸
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。

神
戸
市
住
宅
局
、
象
設
計
集
団
・
神
戸
ア
ト
リ
エ
、

い
る
か
設
計
集
団
を
経
て
、
１
９
８
８
年
、
一
級

建
築
士
事
務
所
「
株
式
会
社
ア
ル
プ
ラ
ン
」
を
開

設
。
し
あ
わ
せ
の
村
の
神
戸
市
婦
人
交
流
会
館

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
」
で
神
戸
市
建
築
百
選
，
兜
特
別

賞
、
第
４
回
兵
庫
県
さ
わ
や
か
街
づ
く
り
賞
受
賞
。

一
級
建
築
士
。
神
戸
芸
術
工
科
大
学
非
常
勤
講
師
。

新
星
和
さ
ん
の
街
づ
く
り
に
対
す
る

ポ
リ
シ
ー
の
一
環
と
し
て
、
庭
づ
く
り

や
外
構
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
と
の
こ

と
。
確
か
に
、
オ
ー
プ
ン
外
構
が
施
さ

れ
た
家
や
、
生
け
垣
や
庭
が
美
し
く
、

シ
ン
ボ
ル
ッ
リ
ー
も
一
軒
一
軒
に
植
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
住
ん
で
い
る
方
々

も
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
を
楽
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
る
よ
う
で
、
と
て
も
さ
わ
や
か

に
感
じ
ま
し
た
。

ガ
レ
ー
ジ
に
は
、
車
を
二
台
置
か
れ

て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
た
だ
、

車
庫
の
デ
ザ
イ
ン
が
や
や
画
一
的
に
仕

上
が
っ
て
い
る
の
が
惜
し
い
。
門
扉
や

バ
ル
コ
ニ
ー
の
手
す
り
な
ど
に
も
、
既

製
の
も
の
で
な
い
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
す

れ
ば
、
も
っ
と
楽
し
く
な
る
の
で
は
？

「
車
に
こ
だ
わ
る
若
い
世
代
の
方
が

多
く
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の

で
、
ゆ
っ
た
り
と
ガ
レ
ー
ジ
の
ス
ペ
ー

ス
を
と
っ
て
い
ま
す
」
と
苅
谷
所
長
。

「
こ
こ
数
年
値
上
げ
せ
ず
、
五
千
万
円

台
中
心
で
ご
提
供
で
き
る
よ
う
心
掛
け

て
き
ま
し
た
。
直
線
の
道
だ
け
で
な
く

直
線
の
道
だ
け
で
な
く

で
穏
や
か
に
カ
ー
ブ

《
ロ罰

す
る
道
も
取
り
入

群
れ
る
な
ど
、
街
並

オい
み
に
も
気
を
配
っ

》
て
い
ま
す
。
じ
っ

封
く
り
と
街
づ
く
り

癖
を
し
て
い
ま
す
の

恥
で
、
入
居
し
て
い

さ味
た
だ
い
た
方
々
に

矛始
信
頼
を
い
た
だ
い

書
て
い
ま
す
」
。

筆
私
か
ら
見
る

ん階
と
、
建
物
は
ス
タ

良産
ン
ダ
ー
ド
な
デ
ザ

琴
イ
ン
が
多
い
よ
う

一
匙
で
す
。
デ
ザ
イ
ナ

か左
－
を
入
れ
て
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
住

宅
の
集
ま
り
を
創

る
の
も
楽
し
い
の

もっとステキにＫｏｂｅＬｉｆｅ北神星和台

で
は
な
い
か
し
ら
。

で
も
、
住
民
に
ひ
ら
か
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
や
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
、

お
祭
り
広
場
が
あ
っ
た
り
と
、
楽
し
く

快
適
に
過
ご
せ
そ
う
。
次
は
、
働
く
女

性
の
た
め
に
保
育
所
を
ぜ
ひ
！ コミュニティホール
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